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1．はじめに 

災害時に廃棄物となる多くの日用品等の周辺生活物

品，家屋等の建材などには有害な化学物質を含有して

いる物が多く，これらが腐敗・腐食した場合，有害物

質が周辺環境に影響を及ぼす可能性が考えられる． 
一方，自然由来の重金属等を含有する地盤は日本中

に分布しているが，災害廃棄物の仮置き場が自然由来

の重金属等を含有する地盤であった場合には，仮置き

場の設置に伴う化学的環境変化や災害廃棄物そのもの

による化学的環境変化により，地盤に含有する重金属

等が溶出する可能性が考えられる． 

 

2．災害廃棄物中の化学物質の溶出・拡散の可能性 
 災害廃棄物として排出量の多い解体家屋等の廃棄物

の中には重金属等を溶出あるいは拡散する可能性のあ

るものがある．以下，代表的なものについて述べる． 
① 廃木材 

 建設廃材(角材など)をチップ化し，おが粉レベルの

細かい材料にすると砒素が溶出する１）．これは，1963

年（昭和 38 年）頃から使用され始め，1997 年（平成 9

年）頃まで建材の防腐剤として盛んに使用されてきた

CCA（chromated copper arsenate：クロム化砒酸銅）系

薬剤の添加，又は PF 系溶剤(フッ化物，砒素化合物，

クロロ化合物，フェノール類の混合薬剤)の添加が主な

原因と考えられる． 
② タタミ類 
畳表の原料である「い草」を効率よく育てるには多

くの農薬が用いられる２)．現在は使用禁止になってい

るが，砒酸鉛（Pb2As2O7）が農薬として多く用いられ

ていた時期がある．この砒酸鉛の散布は昭和のはじめ

ごろから行われていたようである３）,４）． 

③ 石膏ボード類 

 石膏ボードは主成分が硫黄を含む材料として，多く

の場合，解体廃棄物の分別項目に入れられ，他の解体

廃棄物とは別個に処理されている． 

現在わかっている一部の製品の中には，砒素やカド

ミウムなどの重金属類を含有する石膏ボードもあるこ

とが報告されており５），それらからの重金属の溶出も

懸念される． 

④ 電灯類・コンデンサ類 
 蛍光灯や水銀灯の安定器に PCB が含まれている場

合があるが，業務用が大半で一般家庭からはほとんど

排出されない．また，蛍光灯や水銀灯の本体には，硫

化水銀などの形で水銀が含まれている． 

⑤ コンクリート 

 コンクリートを再利用した再生砕石の一部から六価

クロムが溶出することや，コンクリートによる pH の

上昇によって土壌から鉛等の重金属が溶出してくるこ

とがあることは良く知られている． 

 
3．仮置き場所における自然由来重金属等の溶出の可

能性 
(1) 自然由来の重金属等の分布 

 日本ではかつて銅・鉛・亜鉛・カドミウム等を産出

する鉱山等が約 2,500 箇所程度存在していた６）．これ

らの鉱山等の分布は，北海道や東北から日本海側に至

るグリーンタフ地域や四国山地に代表される三波川帯，

さらに全国に散在する先新第三系堆積岩・花崗岩類の

分布域と重なっている（図-1）． 

 

 

図-1 日本における金属鉱山の分布７） 

 

また，鉱床ほど高濃度ではないが，砒素，鉛，ふっ

素，ほう素などを含む海成堆積層が図-2 のような都市

部周辺の平野部に広く分布している． 

以上のように，自然由来の重金属等を含有する地質



は日本中に分布することから，災害廃棄物仮置き場等

において，重金属等を含有する地質に遭遇する可能性

を否定できない． 

 

 

新第三系鮮新統～第四系更新統：上総層群・下総層

群，仙台層群，十勝累層群（北海道），西山層（新潟県），

掛川層群（静岡県），大阪層群など 

図-2 鮮新統及び更新統分布図８） 

 

(2) 自然由来の重金属等の溶出メカニズム 

岩石や土砂に含まれる重金属等が溶出するメカニ

ズムは，重金属等の化学形態や重金属等を含む鉱物の

置かれた物理化学的雰囲気により異なるが，砒素を例

として以下に示す． 

① 酸化環境における黄鉄鉱や硫砒鉄鉱の分解と硫

酸の生成 

最も広く存在する硫化鉱物の場合，黄鉄鉱(FeS2)は

酸化環境中で以下のように反応して硫酸酸性水を排出

し，さらに，黄鉄鉱(FeS2)中にわずかに共存している

硫砒鉄鉱などからの砒素溶出が促進される． 

FeS2+7/2O2+H2O→Fe2++2SO4
2-+2H+ 

  FeAsS+7/2O2+H2O→H2AsO4
-+SO4

2-+Fe3+ 

このように，岩石に含まれる硫化鉱物中の砒素は，

造成工事等で掘削され，酸素に触れることで溶出しや

すい砒酸となり，酸性水とともに環境中へ排出される． 

② 水酸化鉄からの砒素の溶出９） 

砒素を吸着した水酸化鉄鉱物は，比較的安定してい

るが，酸化還元電位（Eh）が低下し還元的になると，

水酸化鉄鉱物が鉄イオンに分解するため，砒素イオン

も水中に溶け出す．また，酸化環境下で有機物や方解

石が存在するなど pH が次第に上昇し弱アルカリ性に

なると，水酸化鉄鉱物と砒素イオンとで斥力が働いて

脱着し，水中の砒素イオン濃度が急激に上昇する． 

逆に，pHが低下すると水酸化鉄鉱物が安定的に存在

しえなくなり，鉄イオンに分解するため，吸着されて

いた砒素イオンも必然的に水中に溶け出す． 

 

(3) 災害廃棄物仮置き場における重金属等溶出の可能

性 

自然由来の重金属等を含有する地盤は日本中に分

布している．したがって，災害廃棄物の仮置き場が自

然由来の重金属等を含有する地盤である場合には，以

下のように重金属等が溶出する可能性が考えられる． 

① 造成工事等による化学的環境変化に伴う重金属

等溶出の可能性 

② 災害廃棄物による化学的環境変化に伴う重金属

等溶出の可能性 

 

4．おわりに 

 以上のように，災害廃棄物から汚染物質が溶出する

ことによる，いわゆる「土壌汚染」の発生の可能性と

は別に，仮置き場が自然由来重金属等を含有する可能

性のある地盤である場合には，造成工事や災害廃棄物

による化学的環境の変化によって重金属等が溶出する

可能性が考えられるため，事前の調査が望まれる． 
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